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しかし特に高次脳機能障がい者の場合は、多角的な視座からの把握・理解がないと、効果的に支援策を講じることは難しいようです。　


高次脳機能障がい者の問題行動などは、その方に出来ることと出来ないこととの関連をはじめ、家庭・社会・職域の環境など様々な要因が複雑に絡まり合って出現しています。だからこそ、様々な関連職種の協働による総合的な「チーム支援」が重要になるのです。


　身体障害者相談センターでは、高次脳機能障がいに関する相談を受けてその支援策を立て、関係機関と協働する際には、理学・作業療法士等のセラピスト、看護師、支援コーディネーター等が集まってカンファレンスを実施し、総合的な視野からの検討を加えています。


　支援者の皆さんも、処遇に一人で悩むより、カンファレンスを実施してみませんか？きっと新しい道が開けるはずです。合同カンファレンスの実施方法などについては、当センターまでご相談ください。











●お問い合わせ先：宮崎県身体障害者相談センター（高次脳機能障がい総合相談・支援拠点機関）


    ・住所：宮崎県宮崎市霧島1丁目1番地2　・TEL:0985-29-2556) 


・FAX:0985-31-3553    ・E-mail：� HYPERLINK "mailto:shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp" ��shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp�


・担当：満尾、落合、古川、日高








★コーディネーター便り：平成22年度民生委員児童委員協議会会長研修で講演を行いました　★





★5月１２日（水）、県福祉総合センターの大会議室で開催された標記研修会で、高次脳機能障がいに関する講演を行いました。


参加者は、地域住民の一員として一緒のまちで生活しながら、地域住民の立場に立って心配ごとや困ったことの相談・支援に携わっておられる民生委員児童委員協議会の会長さん達、約１２０名。正に地域のキーパーソンです。


相談・支援員としても人生経験においても大先輩に当たる方達を前にした、緊張の1時間15分でした。

















内容としては、民生委員児童委員の皆様の活動状況を考慮して、高次脳機能障がいの基本戦略である「地域・社会生活の維持安定（安寧な生活）：静岡英和学院大学　地域福祉学科　白山準教授の資料より」の視点から、高次脳機能障がいへの気づきや、当センターが実施している相談事業の実例などをとおして、皆様が既に（障がいを知らないままに）高次脳機能障がい者に接している可能性が極めて高いことや、その支援に大きな役割が期待されていることなどを説明し、理解と、協力・協





★　相談にのるツボ　～　支援者が気をつけたい様々なこと　★





●　「奏和」と「チーム支援」　その1　●


「奏和」とは、国立育成医療センター　リハビリテーション科医長の橋本圭司先生が提唱されている概念で、特に前頭葉機能を身体的機能とともに全





般的にとらえ、模式化したものです。高次脳機能がい者とは、人間としての「それぞれの機能をうまく調和させ、美しいハーモニー（人格と言い換えてもいいかもしれません）を奏でること、つまり「奏和」することができない」人と定義付けられ、「奏和を維持するには潜在する機能障がいを他の機能で代償し、それを習慣化する必要がある」とされています。


　私達は得てして、自分の専門分野の視点だけで相談者を把握・理解しようとし、対策を立てがちです。





★　教えて！こうじのう　～　ご質問への回答や新しい情報　★





●　高次脳機能障がいと診断されたとき、


家族はどうすればいいの？　　その1　●


高次脳機能障がいは、周囲の人たちはもちろん、当事者・家族にとっても





理解しにくい障がいです。高次脳機能障がいとの診断を受けたり、その可能性を知らされたときは、まず高次脳機能障がいについて、本やインターネットなどを使って、学習しましょう。


　個人の性格や育て方の問題と誤解されやすい高次脳機能障がい者が、社会復帰や参加を果たすためには、地域社会や職場での理解と協力が欠かせません。正しい知識がないままに当事者に接している家族の負担感やストレスにも極めて大きなものがあります。私たちと話をするうちに、「本人の非常識な言動が、性格や家族のせいではなく障がいによるものだ」と理解されたとき、思わず涙を流された家族の方もおられました。


高次脳機能障がいでは、正しい知識を得ることが極めて重要です。


　そして、本当に難しいことですが、地域や職域で孤立しないように、家族が自ら積極的にこの障がいについて地域で話し、働きかける様に心がけましょう。繰り返しになりますが、高次脳機能障がいに関連する様々な問題は、決して個人の資質や責任によるものではないのですから！


＊身体障害者相談センターでは、質問や講習なども受け付けています。





働をお願いしました。


質疑も活発に行われ、後日、数カ所の地区民生委員児童委員協議会から講演の申込をお受けするなど、皆様のご理解と御協力のもとに、地域における高次脳機能障がい者への支援が充実していくものと、大変、力強く感じました。


なお、高次脳機能障がいに関する講師の派遣は、民生委員児童委員の皆様のような地域キーパーソン以外にも、広く住民の方々なども対象としていますので、お気軽にお申し込み下さい。




















●　お知らせ：口蹄疫非常事態宣言」の中、身体障害者相談センターでは高次脳機能障がいに関する行政やセラピスト向けの研修会等の延期を決定しましたが、各種の相談・支援などの業務は、積極的に実施しています。毎週火曜日には「総合相談日」も実施中で、次のような事業が利用できます。


　①　相談と語らい（障がい何でも相談、高次脳機能障がい者語らいの場など）


　②　リハビリテーションと専門相談（理学療法、作業療法、言語療法、心理療法など）


　③　研修と体験（高次脳機能障がいに関する研修、スポーツリハビリなど）


高次脳機能障がいに気付いたら、対応に困ったら、いつでもご連絡・ご相談をお願いします。●











